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臨時会・意見書

◆
意
見
書
第
六
号

住
民
の
安
全
・
安
心
な

く
ら
し
を
支
え
る
交
通

運
輸
行
政
の
充
実
を
求

め
る
意
見
書

　

震
災
復
興
と
被
災
地
対
策
を

は
じ
め
、
住
民
の
安
全
・
安
心

な
交
通
運
輸
を
支
え
る
行
政
は
、

国
が
責
任
を
持
っ
て
直
接
実
施

す
る
こ
と
。
国
の
出
先
機
関
で

あ
る
地
方
運
輸
局
及
び
運
輸
支

局
を
充
実
す
る
こ
と
を
要
望
し

た
も
の
で
す
。

◆
意
見
書
第
七
号

地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書

　

被
災
自
冶
体
に
対
す
る
復
興

費
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
確

保
す
る
こ
と
。
医
療
、
福
祉
分

野
の
人
材
確
保
を
は
じ
め
セ
ー

フ
テ
イ
ー
ネ
ッ
ト
対
策
の
充

実
、
農
林
水
産
業
の
再
興
、
環

境
対
策
な
ど
、
今
後
増
大
す
る

財
政
需
要
を
的
確
に
取
り
入
れ
、

二
〇
一
二
年
度
地
方
財
政
計

画
・
地
方
交
付
税
総
額
を
確
保

す
る
こ
と
な
ど
要
望
し
た
も
の

で
す
。

◆
意
見
書
第
八
号

二
〇
一
二
年
度
国
家
予

算
編
成
に
お
け
る
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
と
負
担
率
二
分

の
一
復
元
、
就
学
保
障

充
実
な
ど
教
育
予
算
確

保
・
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
と
負
担
率
を
二
分
の
一

に
復
元
す
る
こ
と
。｢

三
十
人

以
下
学
級｣

の
早
期
実
現
と
教

職
員
定
数
の
改
善
を
早
期
に
実

行
す
る
こ
と
、
保
護
者
負
担
の

解
消
な
ど
、
教
育
予
算
の
十
分

な
確
保
、
拡
充
を
要
望
し
た
も

の
で
す
。

◆
意
見
書
第
九
号

北
海
道
地
域
最
低
賃
金

の
大
幅
な
改
善
を
求
め

る
意
見
書

　

特
に
北
海
道
の
よ
う
な
非
正

規
社
員
比
率
が
四
割
と
高
く
、

低
賃
金
・
最
賃
に
張
り
付
く
賃

金
体
系
が
多
い
地
域
に
お
い
て

納
税
を
果
た
せ
る
賃
金
の
確
保

と
全
体
の
底
上
げ
し
、
働
く
者

が
経
済
的
に
自
立
可
能
な
水
準

へ
の
改
定
を
強
く
求
め
る
も
の

で
す
。

◆
意
見
書
第
十
号

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
・
雇

用
問
題
の
早
期
解
決
に

向
け
て
の
意
見
書

　
政
府
は
、
合
意
し
た
内
容
に

基
づ
き
、
Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
問

題
の
全
面
解
決
を
図
る
た
め
、

一
八
四
名
が
Ｊ
Ｒ
へ
の
雇
用
を

三
三
二
名
が
関
連
会
社
等
へ
の

雇
用
を
求
め
て
い
る
問
題
の
解

決
に
向
け
て
特
段
の
努
力
を
す

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
も
の

で
す
。

意

見

書

・
第
三
回
臨
時
会
で
は
、
二
十
二
年
度
に
交
付
さ
れ
た
「
住

民
生
活
に
光
を
注
ぐ
交
付
金
」
を
活
用
し
た
、
移
動
図
書
館

車
（
１
，
２
８
８
万
円
）
の
購
入
が
提
案
さ
れ
議
会
は
こ
れ

を
議
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

  

３
，２
０
６
万
４
千
円
の
追
加

第
三
回
臨
時
会

移動図書館車


